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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

　本論文は古代のシルクロード周辺の諸文化がどのように宗教とスポーツと関わりをもって形成された

のかを明らかにしようとするものである。ここでいうシルクロード周辺とは古代エジプト、古代ギリシ

ア、古代ローマ、古代ペルシア、古代インド及び古代中国をさし、そのまなざしはシルクロードの終着

駅たる日本古代の東大寺正倉院の蔵物から発せられている。また古代社会の文化研究において文献資料

は限られていることから、考古学的遺物や今日に伝承されている古代の民族芸能やスポーツの残存形態

に着目して、当該時代の宗教と関わりをもったスポーツ文化の再構成を試みている。本研究において宗

教学、歴史学、文化人類学の手法を採り入れながらも、スポーツ人類学的視点に立脚しているのはその

ためである。論者はアフガニスタン、イラン、パキスタン、エジプト、トルコなどのイスラム教文化圏や、

インドのヒンドウー教文化圏及び中国の儒教・道教文化圏などを巡ってフｨールドワークを行い、基礎的

資料を渉猟していることも注目に値する。

　本論は全７章で構成され、第２章の古代エジプトの宗教とスポーツを論ずるための前史として「原始

時代のスポーツ文化」を取り上げ、人類がスポーツを実施しうる客観的・身体的条件について論じている。

投石本能と護身の観点からスポーツの原始的要素を抽出しようとしている試みは興味深いものがある。

第２章は古代エジプトの社会において発達した特異な身体観と保健衛生思想を明らかにし、これを当該

時代のエジプト人の身体表現においてみてとり、その延長線上で古代メソポタミアにおける宗教とスポー

ツとの関連について言及した。第３章は近代ヨーロッパ人が精神の故郷として崇めた古代ギリシアのス

ポーツに着目した。有名なホメロス時代の宗教とスポーツを整理した後で、スパルタとアテナイという

価値観が相異するポリスのスポーツを比較考察しながら、オリンピア祭典競技の古代ギリシア社会にお

ける地位を確認するとともに、ヘレニズム期のスポーツを宗教との関連で考察している。第４章では古

代ローマの宗教とスポーツを取り上げ、キリスト教の台頭によってギリシアのスポーツ、特にゼウス神

の競技を奉納することを目的にしたオリンピア祭典競技は国教をキリスト教に定めたテオドシュウス帝
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によって禁止されるが、その間の事情について詳らかにしている。第５章で論者は古代ペルシアにおけ

る宗教とスポーツを分析する。ゾロアスター教の支配下でスポーツはどのように行なわれたのか、馬の

文化と結びついて発達した騎士道や騎馬によるスポーツがどのようにして発達したのかが語られ、仏教

文化としての争婚にスポーツの原初形態を発見し、ペルシア人の八百長の美学が誕生した経緯を論証す

る。第６章は古代インドにおける宗教（ヒンドウー教）と舞踊・古武道の関係を明らかにし、修行法の一

つとしてのヨーガ及び仮面舞踊に身体文化の側面を見て取っている。最後の第７章は古代中国における

宗教（道教・儒教）とスポーツの関連性について検討している。道教にみる身体観や儒教にみる男女の身

体観の相異、仏教（禅）と武術などが取り上げられ、その実際が詳らかにされている。

　以上のように、論者は分析を試みたシルクロード周辺の古代社会におけるスポーツが宗教と切り結ん

で行なわれていた実相を明らかにした。古代社会において実施されたスポーツは宗教とは無縁ではなく、

むしろ宗教そのものであると解することもできることや、シルクロードの往来を通して東西のスポーツ

が相互に伝播し、相互に影響しあったこと、日本の古代社会会における芸能やスポーツが仏教や道教・

儒教の影響下にあったことが明らかにされている。日本の古代社会におけるスポーツのルーツはシルク

ロードの交易の実際に求められねばならないことが示唆されている。本論は広大な構想の下で行なわれ

ているが、この研究の在り方によって新知見が得られたと思料される。

学 力 確 認 の 結 果 の 概 要

　申請者は日本大学大学院文学研究科博士後期課程を単位取得・満期退学していることに加え、基礎学力、

語学（英語）力、専門的知識、歴史・人類学・宗教学の基礎的教養がともにきわめて高いレベルの持ち主

であることが確認され、博士の学位に相当すると審査員間で合意をみた。また、申請者はすでに古代宗

教とスポーツ文化に関する学術書を刊行していることも合せて、博士の学位を取得するのにふさわしい

と判断された。

最 終 試 験 結 果 の 概 要

　申請者は審査員からの細部にわたる質問に対して的確に応答した。特に古代社会におけるスポーツが

宗教と切り結んで行なわれていたことについては詳細な説明がなされた。その結果、幅広い視野に立っ

て古代史や古代の文化を俯瞰・分析するための豊かな見識を有していることが確認された。以上により、

申請者が博士の学位を取得するに値する人物であると判定した。


